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第2章    実験方法 







第3章    LiBH4の水和反応とリチウムイオン伝導度への影響 
本章では、LiBH4 の水和挙動について調査するとともに、水和がリチウムイオン伝導性に影響を及ぼすことに
ついて議論した。LiBH4にH2Oガスが少しずつ導入されることで、LiBH4 · H2O (Monoclinic, P21/c) が作製された。
水蒸気導入量を変えると、LiBH4とLiBH4 · H2Oが二相共存し、その相分率は水蒸気量に対してほぼ線形に変化し
た。LiBH4 · H2O の熱的安定性が示差走査熱量分析、四重極質量分析および X 線構造評価により評価された。
LiBH4 · H2Oが昇温されると53°Cにガス発生を伴わない吸熱反応が観測された。これは可逆反応であり、降温時
の37°Cにおいてこれに対応すると考えられる発熱反応が観測された。この反応は in situ X線構造評価から非晶質
化と再結晶化であることが示唆され、それぞれ融解および凝固反応であると考えられる。さらに昇温されると、
およそ 60°C から 100°C にかけては水素ガス発生を伴う発熱反




度依存性が評価された。これを Fig. 1 に示す。室温近傍で高い
電気伝導度を示し、温度上昇に伴い急激に電気伝導度が上昇し
た。その最大値は 45°Cで 4.9×10−4 S · cm−1であり、高リチウム
 





















と同等の値を示し、30°C で 6.57×10−7 S · cm−1、その活性化エネルギーは 0.52 eV であった。一方で、常圧乾式合
成試料はこれらよりも高い電気伝導度を示した。以上の結果から、高圧合成法による固相反応は本来の特性をも
つLi2B12H12の作製に有用であることが示唆された。 












も低い値を示し、30°Cにおいて 1.41×10−7 S · cm−1、その活性化エネルギーは 0.55 eVであった。 




は無添加のものよりも向上し、30°C で 4.58×10−6 S · cm−1 であった。活性化エネルギーは大きく減少し、0.28 eV





が脱離し、最終的には四水和物Li2B12H12 · 4H2O (Monoclinic, C2/m) が得られた。交流インピーダンス法により評
価されたLi2B12H12 · 4H2Oの電気伝導度は水和前に比べて30°Cでは5倍ほど、100°Cでは40倍ほど高い値を示し、




第5章    総括 
本章では以上の議論を総括し、水和および陰イオン添加がLi-B-H系化合物の電気伝導特性に影響を及ぼし、特
に水和およびLiH添加Li2B12H12は高い特性を示すことを述べた。 
 
